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1は じめに

鈴木幹子

1960年 代 、英 国 のバ ー ミンガム現 代 文 化研

究 セ ンター を拠 点 に して始 ま った カ ルチ ュ ラ

ル ・ス タデ イー ズ は 、そ の後 ア メ リカ を中心

に グ ローバ ル化 し、今 や 国際 的 ブー ム を迎 え

てい る。 日本 におい て も、1996年 に入 って 「思

想」 及 び 「現代 思 想」 で カル チ ュ ラル ・ス タ

デ イー ズ に関 す る特 集が相 次 い で組 まれ るな

ど、研 究 者 た ち の関心 は ます ます深 まって き

たと思われ る。 しか しなが ら、 カルチ ュラ ル ・

ス タデ イー ズ と は一 体何 なの か 、 いわ ゆ る文

化 の研 究(studiesofc皿U鵬)と は どう違 うのか 、

そ の対 象 領 域 や 方法 論 は どん な もの なの か と

い った点 に関 して 、 わか りに くい といっ た印

象が あ るので はない だろ うか 。実は 、 カル チ ュ

ラル ・ス タデ イーズ の独 自性 は 、"こ うい う

もの だ"と 定義 す る こ とが で きない ところ 、

デ イシ プ リ ン化 で きな い、 も し くは され な い
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デ ィシプ リン と して、 その意 味 や方法 を変化

させ 発展 して い くこ とので き る柔 軟性 にあ る

の であ る。 そ れ は何 故 なの か 。 ま た、何 故 そ

の よ うな新 た な アプ ローチ が 試 み られ る必 要

が あ るの か。 こ の ような問 い か け に よって 、

我 々は初 めて カ ルチ ュラ ル ・ス タデ イーズ と

は何 なの か を理 解 し、 そ の有 効性 を検証 で き

るの か も しれ な い 。本 書 は カ ルチ ュ ラル ・ス

タデ イーズ の手 引 き書 というわ けで は ないが 、

そ の よ うな問 い に も十 分答 え て くれ る もので

あ る。

著者 アン ジェ ラ ・マ ク ロ ビー は 、イ ギ リス

の ポ ピ ュ ラ ー 文 化 、 特 に 若 者 の サ ブ カ ル

チ ャー を研 究 して い るが、彼 女 の研 究 には 一

貫 してフ ェ ミニ ズ ムの視 点が導 入 され てい る。

本書 は 、1985年 以降 に書か れた彼女の論 文(イ

ンタ ビュー を含 む)を11本 お さめ た論 文 集 で

ある。論 文 はそれ ぞれ 独立 した もので あるが 、

テ ーマ ご とに3つ に大 別 され てい る。 第1部

「ポス トモ ダニ テ イとカルチ ュ ラル ・ス タデ

イーズ」(1～4章)で は、 ポ ス トモ ダニズ

ム と共 に発展 して きた様 々 な思 想 を批 判 的 に

検 討 しなが ら、 マ ク ロ ビー 自身 の カルチ ュ ラ

ル ・ス タデ イー ズ の捉 え方 や 方法 論 を明 らか

にす る。第2部 「カル チ ュラ ル ・セ オ リー に

お ける重要 人 物 」(5～7章)で は、 ス ーザ

ン ・ソン ターグ とヴ アル ター ・ペ ンヤ ミンの

文 化研 究 を取 り上 げ、 カルチ ュ ラル ・ス タデ

イーズ にお け る その業 績 の意 味 を問 いな お し

て い る。 また フ ェ ミニ ス トで 、 ポス トコ ロニ

ア リス トの ガ ヤ トリ ・C・ ス ビ ヴ ァ ッ ク との

イ ンタ ビュー は 、 カル チュ ラ ル ・ス タデ イー

ズ の新 しい展 開 を示唆 す る もの であ る。 第3

部 「若者 、 メデ ィア、 ポス トモ ダニテ イ」(8

～H章)は 、今 日の ポ ピュ ラー文化 や若 者 の

サ ブ カル チ ャー を扱 うマ ク ロ ビー 自身の研 究

の成 果 であ る。 第1部 で示 さ れ た彼 女 の ス タ
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ンスが、しっか りとした経験的研究に基づく

ものであることがここで確認されるだろう。

そこで本稿では、第1部 と第3部 を取り上げ

ることにし、その中からいくつかの論文の内

容を説明して本書を概観していくことにする。

2ポ ス トモ ダ ニテ イとカル チ ュラ

ル ・スタデ ィーズ

カルチ ュ ラル ・ス タデ イーズ の問題意識 は 、

60年 代 に、 イギ リ ス にお ける労働 者 階級 の文

化 を、階 級論 的 分 析 やエ リー ト文化 との二項

対 立 で は な くて 、労 働者 階 級 自身 の文化 創造

の視 点 か ら捉 え て い こ う とす る とこ ろか ら始

まった と言 わ れる。 そ して70年 代以 降は 、人々

が 日常生 活 の場 にお いて どの よ うに文化 を創

造 し、 その 実践 を通 じて いか な る政治 的 な闘

争 が行 われ てい るの か とい う こ とを よ り広 く

問題 に して い く とい う立 場 か ら、若 者文 化 や

メデ ィア とい っ た ポ ピュ ラー(民 衆 的)文 化

へ の 関心 が 深 ま ってい っ た。

第1章 で まず マ クロ ビーは 、 カルチ ュラル ・

ス タデ イーズ に お け るポ ピュ ラー文 化研 究 に

とって 、 ポス トモ ダニ ズ ムの 思 想が 有効 で あ

る こ とを指摘 す る。 ポス トモ ダニ ズム は、従

来 カル チ ュ ラル ・ス タデ イー ズ に影 響 を与 え

てい た記 号論 や 構造 主義 の 限 界 を克服 し、高

級 文 化 とポ ピュ ラー文化 の区 別 をな くした。

そ して 、今 日の 日常 生 活 に な じみ深 い もの 、

消 費 者 、読 者、 視聴 者 、 そ して商 品 とい った

もの を対 象 と して取 り込 み 、 それ を同 じ分析

平 面 に据 えて研 究す る こ とを可 能 に した。つ

ま りポ ス トモ ダ ニ ズ ムは、 そ れ まで は排 除 さ

れ た り、軽視 さ れ て きた ポ ピ ュ ラー文化 とい

う領 域 を研 究 の 姐上 にのせ る の に有 効 な視点

を提 供 したわ けで あ る。

それで は実際 に、 カ ルチ ュ ラル ・ス タデ ィー
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ズ にお け るポ ピ ュ ラー文化 研 究 とは いか な る

もの なの か 。マ ク ロ ビー は、 特 に メデ ィ ア研

究 を取 り上 げて それ を明 らか に してい る。

従 来 メデ ィア研 究 で は、 メ デ イアテ ク ノロ

ジー の発達 に よ り、 イ メー ジ と現 実 、 メデ ィ

ァ と社 会 が互 い に深 くか らま りあ って、 もは

や区 別す る こ とが で きな くな って い る とい う

こと、そ の結 果 、 メデ ィアが 我 々の社 会生 活

の構 造の 中 に入 り込 んで 、我 々の ものの 見方

や行動 まで も左 右 してい る こ とが 指摘 され て

きた 。例 え ばボ ー ドリヤ ー ル は、 この よ うな

状 態 を悲観 的 に 論 じてい た。 これ に対 しマ ク

ロビー は、 む しろ楽観 的 であ る。 なぜ な ら彼

女 は、新 しい意 味 、新 しい文 化 的 表現 を作 り

出す 土台 を人々 に提 供 す る も の と して メデ ィ

ア を考 え るか ら であ る。 ポ ピ ュ ラー文 化 の主

要 なモチ ー フは 模 倣 であ るが 、人 々 は メデ ィ

ア を通 じて オ リ ジナ ルな もの を取 り出 し、 自

分 た ちの 文脈 に 合 うよ うにそ れ を模 倣 し、そ

の結 果新 た な意 味 を生 産 し、 やが て主 要 文化

に対抗 す る よ う な新 た な文 化 を形 成す るので

あ る。 メデ ィア の受 け手 は、 単純 な多 数 者で

は ない。 若者 や 、黒 人、女 性 、労働 者 階級 と

い った社 会集 団 や マ イ ノ リテ ィは 、 メデ ィア

の飽和 に困惑 す るの では な く、 自分 たち のた

めに メデ ィアを能動的 に使 ってい るのであ る。

以 上の こ とか ら、カル チュ ラル ・ス タデ イー

ズ にお け るポ ピ ュ ラー文化 研 究で は 、 オー デ

ィエ ンスの 多様 な意味 解釈 を発 見 し、 も しそ

れ を戦略 と呼 ん で も よい の な ら、 彼 らが 取 っ

てい る戦 略 を読 み解 くこ とが 重 視 されて い る

とい うこ とが 理解 で きるだ ろ う。

第2・3章 では 、カルチュ ラル ・ス タデ イー

ズそ の もの のあ り方が 、諸 理 論 との 関係 か ら

批 判 的 に考 え ら れて い く。 こ の よ うな取 り組

み は、 カル チュ ラル ・ス タデ イー ズ に とって

きわ めて重 要で あ る。 なぜな らカルチ ュラ ル ・
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ス タデ イーズ は 、 自 らの 方法 論 を持 たず 、研

究対 象 とそれが 置 か れて い る 文脈 に応 じて、

過去 数 十年 にわ た る知 的 遺産 の総 体 か らそ の

研 究方法 を引 き出 して くる もの だか らであ る。

こ こで も まずマ ク ロ ビー は、 ポス トモ ダニズ

ム を取 り上 げ る 。文 化研 究 は 、近 年 にお いて

はモ ダニ テ ィへ の 問へ と変容 してい て、70年

代 中期 か ら80年 代 中期 にか け て文 化分 析 に重

要な概念 を与え て きた ネ オ ・マ ルクス主義 は 、

今 や ボス トモ ダニ ズ ム に取 っ て代 わ られて い

るか らで あ る。

マ クロ ビー は 、 ポス トモ ダ ニズ ム に関 わる

2つ の問 題点 を指 摘 す る。 ま ず1つ め に、ポ

ス トモ ダニ ズ ム に お け るフ ラ グ メ ンテー シ ョ

ンの扱 い に関 して 。 これ は、 ポ ス トモ ダニ テ

イにお け る文化 の多 様 な局 面 を表 す もの であ

るが 、例 えば ジ ェ イム ソ ンは 、 ラ カ ンの概 念

を用 い て それ を主 体性 二主観 性 の分裂 、社 会

の 精神 分裂 症 と して捉 える 。 しか しなが らマ

ク ロビー は、 そ れ以前 に完全 に統 一 された 主

体 や社 会 が存 在 してい たわ け で は ない こと、

従 って大 切 なの は、 誰 が主 体 の分裂 を表現 で

き るのか を問 う こ とで あ る とい う。つ ま りフ

ラ グ メン テー シ ョンを、権 力 ・政 治 と結 びっ

けて考え る ことが、 カルチ ュラ ル ・ス タデ ィー

ズ の課題 と してあ げ られる ので あ る。

次 にネ オ ・マ ル クス主義 者 た ちが 、 その文

化分 析 にポ ス トモ ダニズ ム に 見 い だ され る多

くの キー概 念 を利 用 して いるに もかか わらず 、

ポ ス トモ ダニ ズ ム を批 判 す る こ とで80年 代 に

お け るマ ル クス 主 義 の位 置 を 問 うこ とを避 け

て い る こ とが 問 題 視 され る。 そ の結 果 、一 見

ポス トモ ダニズ ムか ら主題 は 得 て はい て も、

実 際 に はネ オ ・マ ル クス主 義 の 文化 分析 に非

常 に近 い研 究 が 、再 び カ ルチ ュ ラル ・ス タデ

イーズ で行 われ る こ とにな る 。 つ ま り、ボ ス

トモ ダニ ズ ムが マ ル クス主 義 の 隠 れ蓑 に な っ
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て しまってい る のだ 。

カルチ ュラル ・スタデ イー ズの語彙 の中 に、

初期 のマ ル クス 主 義 のキ ー ワ ー ドが な くな っ

て しまっ たのは、 「文 化主義 」 と 「構 造主義 」

とい う、マ ル ク ス主 義 か ら派 生 して きた2つ

の対 立 す るパ ラ ダイム が否定 され たか らで あ

り、 また 共産 主 義社 会 の失 墜 に よって マ ル ク

ス主 義が 現実 的 に衰退 して き たか らで あ る。

しか しなが らマ ク ロビー は、1960年 代 にお け

る カルチ ュラ ル ・ス タデ イー ズの 政治 的 問題

意識 は マ ルク ス主 義 か ら得 た もの で あ り、 そ

の理 論 的根拠 もマ ルク ス主義 に あ った はず な

の に、 そ れが充 分 議論 もされ ず に放棄 され る

こ とに懸念 を示 してい る。 そ れ は ネオ ・マ ル

クス主 義 を安 易 に用 い る危 険 性 をは らむ。彼

女 は ネオ ・マ ル クス主義 の文 化分 析 の利 用 に

よ っ て、 粗 くメ カニ カル な 下部 一上 部 構 造 の

モデ ルが復 権 す る ことや 、個 々の 「生 き られ

た経験 」 が問 わ れ な くなる こ との 危険性 を指

摘 す るのだ。1970年 代 にカ ルチ ュ ラ ル ・ス タ

デ イーズ に よっ て行 われ た研 究 は、構 造的 で 、

歴 史的 で、 エ ス ノグ ラフ ィ ッ クな もので あ っ

た 。そ れ は、 グ ラ ムシ のヘ ゲ モ ニー の理論 を

利 用 した もの で あ った 。ヘ ゲ モ ニ ー とは、 支

配 と被 支配 の 関 係 が常 に一 定 に反復 され るの

で はな くて、 交 渉 され、対 抗 され 、 その結 果

変更 を余儀 な く され る もの だ とい う視 点 を 開

く概 念 であ る。 マ クロ ビー は 、 この ようなヘ

ゲモ ニ ーの概 念 を用 い た文化 分 析 の方 法 を、

改 め て カルチ ュ ラル ・ス タデ イーズ にふ さわ

しい方法 と して 見 直す の であ る。(し か しな

が ら第3章 にお いて は 、ヘ ゲ モ ニー の概念 は

なお特権 階級 に依存 して いるた め、 これに リー

ダー シ ップ の概 念 を結 びつ け る こ とが必 要 で

あ り、 よ り民 主 的 な社 会 変動 の概 念 が生 まれ

て くる には 、偶 発 性 の理論 も導入 され なけ れ

ば な らない と して いる。)
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第3章 で も引 き続 き、 マ ル クス主義 の放 棄

に よ って、 カル チ ュ ラル ・ス タデ イーズ にお

け る政 治的 な問 題 意識 が 薄れ て しまって い る

こ と、 その 結果 知識 人た ちが 政 治 世界 の周縁

に どん どん押 しや られて い る ことが厳 しい危

機 感 を持 って指摘 され て いる。 カル チ ュラル ・

ス タデ イー ズ に お け る理論 の 発 展 は、 政治 的

緊 迫感 と結 びつ い て こそ は じめて可 能 に なる

もの であ り、従 って カルチュ ラル ・ス タデ イー

ズ は 、 ポス ト ・マ ル クス の時 代 にあ って も、

知 識 人の役 割 と は何 なのか 、 彼 らは誰 の ため

に行 動 す る のか とい った こ と を問 い続 け る必

要 があ る とマ ク ロビー は言 う。 ここ に彼 女 の

研 究者 と しての 自覚 と強 い 責 任 感 を見 て取 る

こ とが で きるか も しれ ない 。 また彼 女 は、 マ

ル クス主義 の危 機 とい うもの を、マ ル クス主

義 の正 典 そ の も の を脱構 築 す る機 会 と して利

用 す る こ とを提 言 して い る。 支 配的 な理 論が

ない今 で あ るか らこそ 、逆 に 活 発 な議論 が可

能で あ り、 そ こか らカ ルチュ ラル ・ス タデ イー

ズ に とって有 効 な新 た な理 論 ・方法 が見 い だ

され る だろ うと い うの だ。 この 章で は 、偶 発

性 や歴 史 的 に特 別 な過程 を考 慮 す る こ と、 あ

るい は ア イデ ン テ イテ イの 形 成 の実 践 や その

メ カニズ ム を考 慮 す る こ とな どが指 摘 され て

い る。

第4章 で は、 多 くの フ ェ ミニ ス ト達が 、 自

由 ・解 放 ・平 等 とい ったデ ィス コース を生 ん

で きたモ ダニズ ム を守 ろ う と して 、 ポス トモ

ダニ ズ ムの議 論 に関 わろ う と しな い こ とに対

す るマ ク ロ ビーの 問 題意 識 か ら、1990年 代 に

おけ る新 しい フ ェ ミニ ズ ムの 進 むべ き道 が模

索 され てい る。 カルチ ュ ラル ・ス タデ イーズ

の研 究者 と して の 、彼 女 自身 の新 た な展 望 と

して も読 む ことが で きるだ ろ う。

モ ダニ テ ィは 、混 乱 、 フ ラ グ メ ンテー シ ョ

ン、 ア イデ ンテ イテ イの危 機 とい った もの を
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経験 して きた 。 そ こで発せ られ たの は、the`

realme'と い う疑 問 、本 当 の私 を さが す とい

う問題 意識 だ っ た。 ポス トモ ダニ テ イに おい

て もモ ダニテ ィの経 験 はあ て は まる。 しか し

マ クロ ビーは 、 もはやthe`realme'と い う問

い は、繰 り返 し問 われ るべ き もの では な い と

い う。新 たに発 せ られ るべ き問 い とは 、

`私'を 我 々が どの よう に定 義 してい るの か

とい うこ とであ る。 マ ク ロ ビー は、 ポ ス トモ

ダニズ ム におい て は、差 異 を 発見 し、 そ れ を

単純 に指 摘 す る だ けに留 まる の で はな く、差

異 を持 って生 き る とい う こ とが一 体何 を生 じ

るの か とい うこ とを厳 密 に考 え る こ とが 必要

なの だ とい う。従 って1990年 代 の フ ェ ミニ ズ

ムの 動向 は 、多 元 主義 に基づ く差 異 の政 治 で

あ る と理 解 され るべ きで は な い。 差異 を批判

す るだ けで は、 究 極 的 には二 元論 に帰 結 して

しま うか らであ る。重 要 なの は、差 異 が 如何

に作 られ変容 してい くの か を 問 う こ と、 女性

であ るとい うこ とが意 味 す る ことの可 能 性 を

広 げてい くこ と であ る。 マ ク ロビー は、 フェ

ミニ ズ ムの 強み とい うの は、 デ イス コー ス を

作 りだ し、論 争 し、 ジ ェ ンダ ーの境 界 線 を引

き直 し、 フ ェミニ ズム 自身の 議論 につ いて も、

常 に 自 ら問 い な おす ことがで きる とい う とこ

ろ に なけれ ば な らない と してい る。

カルチ ュ ラル ・ス タデ イー ズ は、 フ ェ ミニ

ズ ムの他 に も、 デ イア スポ ラ 、 ニ ュー ・エ ス

ニ シテ イ、 ポス トコ ロニ ア リズ ム な ど、 様 々

な差 異へ の 問題 意識 を明確 化 させ て きた。 し

か しこの 流 れ は 、第1章 で取 り上 げ られ た ポ

ピュ ラー文 化研 究 と全 く異 な る もの で はない。

差異 の 政治 学 と しての カ ルチ ュラ ル ・ス タデ

ィーズ にお い て も、 ポ ピュラ ー文 化 の分 析 と

同様 コ ンテク ス チ ュア ル な分 析が 必 要で あ る

とい うこ とを、 マ ク ロ ビー は 繰 り返 し説 い て

いる ように思われ る。 そ こで 最後 に、 こうい っ
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た彼女の研究への取り組みを、実際の彼女の

サブカルチャー研究を見なが ら確認すること

にしたい。

3サ ブカ ル チ ャー 、 若 者文 化 の研

究

イギ リス のサ ブ カル チ ャー 研 究 と言 え ば、

ポー ル ・ウ ィリ スや デ ィ ック ・ヘ ブ デ ィ ッジ

の 若者 文 化研 究 が有 名 か もし れな いが 、マ ク

ロビー もまたイギ リスの 若者 たちの フ ァッシ ョ

ン、特 に古 着 ス タイル(セ カ ン ドーハ ン ド ・

ス タ イル)に 注 目 して研 究 を行 って い る。彼

女 の研 究 の 興味 深 い点 を、幾 つか 次 に指摘 す

る こ とにす る。

古着 ス タ イル は 、今 日の社 会 の 消費 活動 に

その存 在 を負 っ てい る。今 日の 消費 社 会 にお

い て 、使用 価 値 の な くな った 商 品が どん どん

生 み 出 され るわ けだ が 、そ の よ うな余 剰 物資

が リサ イ クル さ れ、 別 の消 費 サ イクル に まわ

され るわけ であ る。 ス トリー トマーケ ッ トは、

上 ・中流階 級 の 人 々 向 けに生 産 され た商 品 に

は ア クセス す る こ とがで きな い 、都 市 の労 働

者 階級 の需 要 に 応 え る もので あ る。 しか しな

が ら、古 着屋 に集 まった様 々な商品 を見れ ば、

そ こに高 級 フ ァ ッシ ョンへ の 嗜 好 が見 て取 れ

る。 品物 は 、買 い手 の 眼が ね にか な う よ うに

厳 選 されて い る の であ る。 古 着 の市 場 は誰 で

も買 い物 が で き る よ うに値段 を設定 してい る

が 、 そ こで得 ら れ る ものは 、 単 な る衣服 で は

な くて、 ス タイル なの であ る 。

しか し、 ス ト リー トマー ケ ッ トは、単 な る

売買 の場 と して で は な く、集 会 の場 と しての

社 会 的 な機 能 も担 ってい た。 こ の点 は、従 来

のサ ブ カ ルチ ャー研 究 で は見 過 ご されて いた

こ とであ ろ う。 マ ク ロ ビーは 、 古着 市場 にお

け る請負 業 者 の存 在 を鋭 く指 摘す る。
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例 え ば1960年 代 まで に対 抗 文 化 と して知 ら

れ る ように なっ た ヒッ ピーの 場 合 、古着 を身

につ け るその フ ァ ッシ ョンそ の もの、 す なわ

ちス タイルが 、 一 つの 文化 、 抵抗 の表 明 と し

て注 目 されて い た。 しか し彼 らは 、 自分 たち

の ス タイ ル を自 ら古 着 の市場 で売 買 してい た

のであ り、そのた めに古着 を 自分 たちで探 し、

集 め、修 繕 し、 販売 す る とい った一連 の 請負

業 を行 っ てい た ので あ る。 そ の結 果彼 らは、

ヒ ッビー ビジ ネ ス と してその ネ ッ トワー クを

拡大 し、や がてベ ンチ ャー企 業 と して成長 し、

高級 ファ ッシ ョンの ブテ ィッ ク を開 くまで に

な ったの であ る 。 つ ま りサ ブ カル チ ャー は、

将 来 的 な雇 用 の 見込 み を保 証 す る もの と して

の機 能 も持 って い るわ けで あ る。 この よ うに

マ クロ ビーは、 サ ブ カルチ ャ ー を対抗 的 アイ

デ ンテ イテ イの 創 出 の場 と して 一元 的 に捉 え

るの で はな く、 さらにそ の 中 で何 が起 こって

い るのか とい う こ とを問 い続 け、 それ を狭 義

の文 化の領 域 か ら解 放 し、生 活 す る試 み とし

て理解 して いる わけで あ る。 こ こに、不 断 に

繰 り返 され る意 味生 産 を読 み と ってい こ う と

す る彼女 の視 点が 現れ ている と言え るだろ う。

さら にマ クロ ビーは 、ス トリー トマ ーケ ッ

トは少 女た ちが 進 出 しやす い 場 で もあ った こ

とを指摘 す る。 少女 や 女性 た ちは、 若者 の サ

ブカ ルチ ャー に 自分 た ちの ス タイ ルや ドレス

の ア イテム を提 供 す る だけ で は な く、 これ ら

の ア イテム を古 着 か ら再発 見 し、 想像 力豊 か

に作 りなお して いっ て、 フ ァ ッシ ョンの 中心

的 な役 割 を担 う よ う に な っ た 。 サ ブ カ ル

チ ャー研究 にお い て、 フェ ミ ニズ ムの視 点 を

導 入 し、 自 ら も また能動 的 に 文化 の 創 出 に関

わってい く少女 や女性の姿 を描 き出 したこ と、

つ ま りジ ェ ンダ ーの境 界線 が どの よ うにサ ブ

カルチ ャー の 中 に引 か れてい るの か を問 う と

ころ、 これ は マ クロ ビー独 自の方 法 で あ り、

京都社会学年鞭 第4号(1996)
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非常 に評価 で きる と思 われ る。

1980年 代 以 降 、 メデ ィアの広 が りに よ って

フ ァッシ ョンが メデ ィアの 中 で生 まれ る よう

にな り、 その結 果 、 フ ァ ッシ ョンは イ メー ジ

の際 限 の ない流 出の場 とな っ てい る。 しか し

そ の フ ァ ッシ ョ ンは つね に レ トロ な もの で、

や は りそ こ には 、高級 フ ァ ッ シ ョンを リサ イ

クルす る セ カ ン ドーハ ン ド ・ス タ イルの シス

テ ムが 存在 す る わけ であ る。 同時 に、 メデ ィ

ア を通 じて高級 フ ァ ッシ ョン界が セ カ ン ドー

ハ ン ド ・ス タ イ ル を逆 に取 り入 れ てい くとい

うこ とが起 こ っ て い る。 そ の 循環 は、 ます ま

す 速 くなる ばか りだが 、そ の め ま ぐる しい変

化の なかで は、 もはや フ ァッシ ョンデザ イナ ー

はス タイル を作 り出す こ とが で きない。 現在

の よ うな消 費社 会 の 中で は、 フ ァ ッシ ョンの

変 化 は 、後 で も う一 度 フ ァッ シ ョンシス テム

の 中 に書 き込 む こ との で きる、 買 い戻 しの き

く商 品 に しっか りと目 を光 らせ て い る人 々、

つ ま り古 着 市場 の若 者達 の間 で しか生 まれ て

こない ので あ る。

ヒッ ピー に遡 るセ カ ン ドーハ ン ド ・ス タイ

ル は、 もちろ ん 対抗 文 化 の表 現 と して考 察 さ

れ る こ とも重 要 だが 、 マ ク ロ ビー は 、 高級

フ ァッシ ョンの 余剰 商 品 を う ま くリサ イクル

す る過程 や、 そ の市 場 が実 は若 者 た ちに雇用

の可 能性 を も供 給 してい る こ とや 、男 女 間で

の分 業 の され 方 な ど、若者 た ちの動 き を能動

的 に捉 え なが ら、 セ カ ン ドー ハ ン ド ・ス タ イ

ルに読 み込 まれ てい る様 々 な 意味 を明 らか に

して い る。 また 同時 に、経 済 状 態 の変 化 や、

メデ ィア の拡 大 、そ して高級 フ ァッシ ョンに

及 ぼ した変 化 とい っ た様 々 な文 脈 に も視 野 を

広 げ てい る。 この よ うに して 、何 が起 こった

の か とい うこ とが 、立 体 的 に我 々の前 に示 さ

れ るの で あ る。

最 後 に1990年 代 にお け る若 者 の サ ブ カル
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チ ャーにつ い て簡 単 に紹 介 してお く。1990年

代 に おい ては 、 エ イズ の影響 が 大 き く現 れて

くる。若 者 た ち は、 政治 的 ・社会 的 な 問題 へ

の コメ ン トを避 け るか の よ う に狂 った よう に

終始 踊 り続 け る レイブ ・ダ ン スに熱 中 してい

る。 そ こに見 られ る男 ら しさ は、従 来 の よ う

に攻 撃 的 では な くフ レ ン ドリ ーで 、エ クス タ

シーが前 面 に押 し出 され、 一 方 女性 た ち のス

タ イルは 、子 ど もの よ うなイ メー ジ を連想 さ

せ る。 これ をマ ク ロビー は、 性 的 防衛 の メ タ

フ ァーで あ る と して い る。 彼 女 は若い 娘 を持

つ母 親 と しての 一面 を垣 間み せ つ つ も、 この

深 刻 な問題 に果 敢 に取 り組 ん でい て共 感 で き

る。 また レイブ ・ダンスのサ ブ カル チ ャー は、

文 化 的 なア イデ ンテ イテ イを持 た ない 若 者た

ち に非常 に広 範 に受 けい れ ら れた ので 、様 々

な文 化か ら様 々 な要素 を採 り入れて い るこ と、

ま たや は り新 しい ビジ ネスや 職業 が生 み 出 さ

れ るの だが 、そ れは従 来 の労 働 の 性的 分 業 を

再生 産す る もの で あ る こ とな どが 描 き出 され

てい く。

以 上 の よ うな 、サ ブ カルチ ャー を対 象 とす

る研 究の 意義 と は一体 何 であ ろ うか。 サ ブ カ

ルチ ャーは 、強 い主体 性 と強 い集 約的 な意味

を通 して若者 た ち にア イデ ン テ イテ イを授 け

て い く。 またサ ブ カルチ ャー は 自律 した場 を

持 って い る もの であ り、 その た め他 の場 にお

け る制度 的結 び つ きを どん ど ん弱 め て い くこ

とが 可 能 なので あ る。従 って サ ブ カル チ ャー

の研 究 を通 して 、新 た な意味 ・文 化 が作 られ

て い く実 践 、 そ して さ らにそ れ が政 治的 影響

力 を獲得 して い く方 法 を明 らか に して い くこ

とが で きるの であ ろ う。

4お わ りに

本 書 は、約10年 間 にわ た るマ クロ ビー の
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業績 をお さめた もの なの で 、 そ の内 容 と問題

意識 は非常 に多 岐 にわ た って い て 、本稿 で は

取 り上 げ る こ と がで きなか っ た もの も多 い。

マ ク ロ ビー の 関 心 の 広 さは 、 そ の ま ま イ ン

ター ・デ イシ プ リ ン的 な カル チ ュラ ル ・ス タ

デ イー ズの性 格 を表 す もので あ る と言 えるだ

ろ う。

マ クロ ビー の 研 究態 度 は、 省察 的 で非 常 に

真 摯 な もの を感 じさせ るの だ が、 そ れ はカ ル

チ ュ ラル ・ス タデ イーズ が、 その研 究 対 象 に

即 して有 効 な方 法論 を作 り出 してい く もので

あ るか らか も しれ な い。極 端 に言 えば、 常 に

独 自の研 究 の あ り方 ・方 法が 生 まれ て こな け

れ ば な らない の で あ る。 従 っ て何 を対 象 にす

るのか 、 それ は どの よ うな文 脈 に位置 づ け ら

れ る もの なの か とい っ た明確 な 問題意 識 が 、

まず研 究者 に求 め られ るだ ろ う。 単 な る新 し

い ア プ ローチ と して 、 ブー ム に終 わっ て しま

う よ うな もの で あ って は な らない 。

本 書 で マ ク ロ ビー は、 ポ ス トモ ダニ ズム の

思想 を何度 も検 討 する。 ポス トモダニ ズムは 、

所詮 モダニ テ ィの デ イス コース のなか でめ ぐっ

てい るだ け なの か も しれ ない 。 しか し彼 女 は

我々 は もは や戻 るこ とが で きないのだ とい う。

彼 女 の視 線 は、 今 にそ そが れ てい る。 意味 を

創 造す る、新 しい文 化 を作 っ てい く今 を生 き

てい る人 々 に関 心 が 向 け られ る。 そ してそ の

背 景 には 学者 と しての 自覚 と、 強 い政治 的 関

心 が あ る。 その せ い か 、彼女 の ポ ス トモ ダ ン

社 会 の理解 も、 肯 定 的 で力 強 い ものの ように

思 え る。 ひ ょっ と した ら、 カ ルチ ュ ラル ・ス

タデ イー ズの 活 力 はそ こ にあ るのか も しれ な

いo

参考文献

zip

姜 尚 中、成 田龍 一、 吉 見俊 哉,1996,「 カル チ ュ ラ

ル ・ス タデ ィー ズ へ の 招 待」 、 「現 代

思想 」 、 第24巻3号 、青 土 社

Hebdige,Dick,1979,Subculture:TheMeanigofStyle,

NewYork:Routledge.(山 口淑 子訳 「サ

ブカ ル チ ャ ー一 一 ス タイ ルの 意 味 す る

もの」 未 来 社 、1986年)

太 田 好信,1996,「 人 類 学'カ ルチ ュ ラ ルス タ

デ ィー ズポ ス トコ ロニ アル モ ー メ ン ト、

あ る い は 新 た な る節 合 の 可 能 性 に 向 け

て 」 、r現 代 思 想 」 、 第24巻3号 、 青 土

社

(すず き みきこ ・修士課程)

京都社会学年綴 第4号(1996)


